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キンダイ。マネージメント・ゲームを薄茶打とこ しノた⊂p 軍鞋教育6；≡「⊃むヽて   

－くっ 甲冬廿リテラシー教育の夢寧贋窺寧例（鮮卑報）－  
0！10亭3卑与  近蔑大学  樺霹 元 叩叩q恥封叩   

同じテーマを学生を替えながら搾り適す方式である。J   

テーマは？近間でその間に1▼亭コマ・（革コマ／日×亭日  

超  

して町岬Gを舞箪している。   

4．ORリテラシこ徹宵の内容   

4．1 早年対象  
で  

現点から試みている項目を図表4に示す。   

4・亭 帝展膠緒対象   

擢営工学済瞥を再愚膠する着で、K叩Gを再度実施す   

るときは、擢官許囲の評僻をテーマとして蕗革計画法を   

用いている。グー皐は麗争会社を′りコンが担当する1   

人グーみとし声水準の擢営計画を1期に？由冥施したデ   

ータ（のぺ9期分）を使用する。   
阜．？ 早年ゼミ生対象   

鱒叫甲の舞職記繹のデータを使用して繹宮評価を行っ   

ている。飼えば、包描分析儀粟よる経常効車■・マハラノ   

ビスの厚雛よる揮宮診儲など。   

5．教育成案  
学生は社長として自ら戦った記揖のデータを対象とし   

て演習しているため、次に示す寧実が示すよう一に教育勃   

察は留めて高い。   

（り利益に寄与する軍国を各自針項目遅ふ・に当た？て、  

友人と同じ軍国を忍冬者はいない。   

（亭）データ解析のおり鱒q－7q分の間嘔回帰モデル   

を写qqケース以上も舞給する者も珍しくない。   

（3）レポートの感想に回何分祈が∈れほ－ど面白いもの   

とは思わなか？たと記入しているものが半数に近い。  

旦刺   

学生は琵岬Gを窮しんで行っており、そのデータを摂  

う申でPRリテラシイー嶽育を受けることにより、刀頒  

会薄の40周年記念訂涜で述べられた「（）畏は知のイン  

フラ」【ヰ】となっていく試みを絹介した次癖である。な  
お、吊メールによる言意見をお待ちしている。   
旦メール絹野里77喀軸！ざもys¢叩e，町，3p  
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笹宮工学科3年生を対象に、キンダイ・マネージメント  

・グーみ（K叩G）【り【2】を行？ており、その適確で留  

しているORリテラシイー教育挙例を報告する。  

Gとは   

KMG按cp一社のボード望ホも皐M封3】を噂体積  

次の3つをねらい開発したもので、I987年以来Il年間  

12∩（）名を渾える舞毘饉葛を持つ。  

（りボード望だから∈そ時わえる人間同士の萄霹を盛撰  

する。  

（2）パソコンを利用した意思決定の支援システムを提供  

し、学生のレベルに応じた利用を可能とする。  

（3）学生からの教習提貫で妥当なものを取り入れ、容易  

に改良できる串統轄のあるゲームシステムとする。   

KMGは会社道営を筒単に撰摂しており、会社は市境  

から材料を尉Åし加工して固晶とし、そ申開晶は市喝に  

梧宛して利益を購うものであり、市場盛。会社盛上に設  

薦。軍国・材料・弱晶などを示すマグネットを配置し、  

プレイヤー（社長）は、悪思決定力ードを順に引きなが  

ら意思決定する∈とさミよりグー皐が遅行する。経営費渾  

は会社盛（囲表1）に衆示される。意思決定の覆穎は周  

衆写に、遷宮巧舐れは図表3に示す。20回程度巧意思  

決定の藩察1会計期間を繹アし、期末には薫約された緒  

皐が額静される。な串、市喝での宛回は兢争会社紋社問  

でセリにより行う。   

ダーム坪ア餞、社長として会社遷宮擢奥の発乗合を行  

い、その後はゲームの英軍記繹をもとに利益に寄与する  

押絵何かをデータ解析（回帰分析）により搾る。   

以上の各ステップのなかにORリテラシー教育をちり  

ばめ異見している。  

針パ拍時の前官巧頃   

R叩Gめ騎冒は襟首工学科3年を対象に行っており、  

その萄境を述べる。  

囲衆2 意思決定項目  経営工学臍習  

（l）周首足思決定項目  

・何人金団の決定   
・見招充即の津守   
・依取チッアの口入  
・従貴国の配正旺蛤の決定  

（2）籾中忘恩決定項目   
・材料厩入の決定 
・従鶏口の路用決定  

（ワーカー．セールス．ス・γトクマン）  
・侃帽偶人の決定  
・生庄□の決定   

‖封乱晶．完成品）  
・各琶チッ7の口入  

（仕入担当．生産舎哩化．広告チップ）  
・現品低発の決軍   

国衆1 会社盛  

は1茅q名確度  

の学生を串瑳6；  

摺成し、一方1  

年間沓一年一つの期  

間に分け、8人  

巧緻展が担当し  

ている。簡々の  

テーマを担当す  

る教員から見る；  

と千年間に8回可  

図表3 グーみ連行の流れ  

ロ阿℡偏   エ   勾   官 員所   
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仕入相当チリ7  
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材料の偶人  
用品放免  
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托景飼掃用など  
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